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ｏ
式
陵
地
第
一号
古
墳

ふ
　
　
り
ょ
う

　

し
　
　
た
い
　
い
ら
　
、
■
つ
　
　
ヽ
一　
　
ふ
ん

‐●■■″

［五
区
］

【所
在
地
】
小
川
博
志
．氏
宅

南

武
陵
地
第

．
号
占
墳
の
規
模
は
高
さ
却

ｍ
、
奥
行
き
は
”

■

底
幅
郎

ｍ
あ
り
、
そ
の
容
姿
は
墳
上
に

一
位
の
老

木
が
そ
び
え
立
ち
、
そ
れ
ら
の
樹
下
に
は
数
基
の
石
碑
が
建
ち
並
ぶ
．

ヽ
じ
た

，
オ

さ
ら
に
吉
墳
か
ら
――‐
土
し
た
富
本
銭
や
副
葬
品
の
数
々
の
評
価
は
占
く
か
ら
高
く
．
町
内
外
か
ら
注
日
さ
れ
、
平

成
７
年

（１
９
９
５
）
２
月
９
日
二
局
森
町
有
形
文
化
財
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
に
至
っ
た
。

【古
墳
上
の
石
碑
】
　

　

◎
秋
葉
大
権
現
　
　
寛
政
元
年

（１
７
８
９
）
Ｈ
月
１６
日
建
立

０
金
毘
羅
大
権
現
　
天
保
９
年

（１
８
３
８
）
８
月
吉
日
建
立

◎
奎
玉
様
　
　
　
　
嘉
永
４
年

（１
８
５
１
）

古墳上の石碑

古墳から出上した官本銭

イア

武陵地第一号古墳

尋 霞層≡

轟奎日豊豊

現
在
行
わ
れ
て
い
る
秋
業
大
権
現
の
祭
祀
に
つ
い

て
は
、　
一
時
途
絶
え
て
い
た
も
の
を

（故
）
北
林
只

人
氏
の
提
案
に
よ
り
講
人
を
集
め
．
請
人
χ
余
名
に

よ

っ
て
行
わ
れ
て
い
る
．

武陵地第一号古埼の遠景
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④
護

摩

堂
［五
区
］

３
５
０
年
前
（１
６
５
８
頃
）
建
立

【所
在
地
】
仲
平
信
明
氏
宅

横

ｏ
青
面
金
剛

ｔ
ょ
う

　
あ
た
　
　
こ
ん
　
　
ご
う

ｔ

ょ
う

　

あ
ん
　
　
ヽ
一ん
　
　
こ
う

（建
立
時
期
　
不
明
）

［五
区
」

【所
在
地
】
仲
平
信
明
氏
宅
約
１０
ｍ
前

田
村
街
道
沿
い

乳
木
な
ど
を
燃
や
し
仏
に
供
養
析
願
す
る
密
教

（大
目
如
来
の
教
え
）
の
秘
法
だ
と
云
う
。

お
庚
中
様
の
本
体
は
青
面
金
剛
と
さ
れ
て
い
る
．

他
に
二
区
の
庚
申
供
養
碑
、
三
区
の
猿
田
彦
命
．
四
区
の
猿
田
彦
人
神
等
が
あ
る
。

庚
申
と
い
う
の
は
．
十
支
の
庚
と
中

の
重
な
る
日
の
こ
と
で
、
６０
日
に

一
回
ま
わ

っ
て
く

る
。中
国
か
ら
来
た
信
仰
で
．
こ
の
夜
眠

っ
て
い
る
問
に
そ
の
人
の
体
内
に
居
る
と
い
う
．
三
Ｐ

と
言
う
虫
が
い
て
．
こ
の
虫
が
飛
び
出
し
そ
の
人
の
悪
事
を
大
帝
に
告
げ
る
と
い
う
。
そ
の
た

そ
の
仏
教
を
祀

っ
て
あ
る
堂
で
あ
る
．

祈
竹
帥
は
大
方
の
区
域
が
決
め
ら
れ
て
お
り
．
法
院
様

域
内
の
依
頼
者
の
祈
祐
に
携
わ

っ
た
。

年

一
回
、
同
家
の
者
に
よ
り
氏
神
祭
を
し
て
い
る
。

ま

ゾ
ヽ
ヽ
つ

護摩堂の内部

（ほ
う
げ
ん
さ
ま
）
と
呼
ば
れ
、
区

護
摩
堂
と
青
面
全
到
一遠
÷

め
に
地
域
の
人
が
集
ま

っ
て

一
青
面

金
剛
」
を
祀

っ
て
寝
ず
に
日
の
出
を

待
つ
．
こ
れ
を

「お
日
待
ち
」
と
い
い
．

こ
の
よ
う
な
庚
中
信
仰
が
盛
ん
に
な

る
と
．
お
日
待
ち
だ
け
で
な
く

「庚

申
供
養
塔
」
の
建
立
に
ま
で
発
展
し
、

各
所
に
塔
が
建
ち
．
町
内
に
は
こ
の

信
仰
に
関
係
あ
る
石
造
物
は
実
に
１

３
０
有
余
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
。

護摩堂

ｏ
青
面
金
硼

安
永
３
年
前
（１
７
７
４
）
５
月
建
立

【所
在
地
】
武
陵
地
二

原
影
氏
宅
の
横

所
有
者
は
神
奈
川
県
に
移
住

の
林
節
子
さ
ん

元^
地
元
の
地

主
）
，
現
在
地
に
移
嘔
す
る
前
は
久
保
日
元
治
氏
宅

の
北
に
あ

っ
た
．
所
有
者
が
遠
方
の
た
め
親
戚

一
族
が
回
り
番
で
、
年

一
回
ず

つ
の
祭
事
を
実
施
し
て
い
た
が
、
こ
こ
数
十
年
途
切
れ
て
い
る
。

（座
光
寺
の
親
戚
　
吉
老
　
今
村
卓
蔵
氏
に
聞
く
）

［五
区
］
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黎
一
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工

き

ご
ん
　
け
ん

ｏ
秋
葉
人
権
児

⑩
坂
牧
城
址

［五
区
］
　

【所
在
地
】
加
藤
敦
子
氏
の
北
側

［五
区
］

【所
在
地
】
新
井
原
東
端
下
段
の
小
台
地

|_ ●

_ ||_     |

1.|■Ⅲ●

ヽ
●
つ

　
　

ｉ
“
ヽ

ヽ
　

　

●
ヽ
―
一
，
′
　
　
ｔ

―
一

坂
牧
城
址
の
違
景

`‐
」
=`L鵡

四
石
碑
を
総
称
し
て
秋
葉
様
と
呼
ん
で
い
る
．

（加
藤
敦
子
さ
ん
か
ら
聞
く
）

秋
葉
人
権
現
碑
　
天
保
２
年

（１
８
３
１
）
Ｈ
月
吉
日
建
立

津
鳥
様
　
　
　
　
人
正
２
年

（１
９
１
３
）
４
月
建
立

庚
中
様
　
　
　
　
不
明

石
灯
籠
　
　
　
　
明
治
２３
年

（１
８
９
０
）

秋
葉
様
の
祭
事
の
講
中
員
は
約
４０
名
ほ
ど
い
て
．
約
２０
年
く

ら
い
前
ま
で
．
毎
年
３
月
１６
日
と
１２
月
１６
日
に
実
施
さ
れ
て
い

た
。
こ
れ
を
復
活
し
よ
う
と
請
中
員
か
ら
発
案
が
あ
り
．
平
成

２１
年
度

（２
０
０
９
）
に
秋
葉
神
社

（静
岡
県
）

へ
お
参
り

し
．
昔
通
り
の
祭
事
と
し
て
実
行
す
る
予
定
で
あ
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。

●

一
■

●

秋
東
大
権
現

今
か
ら
４
０
０
年
余
前

（１
５
８
５
年
頃
ヽ

天
正
の
頃
ま
で
は
松
岡
城
に
付
属
す
る
松
岡

八
十
騎
の

一
人
．
坂
牧
氏
を
主
と
す
る
出
城
で
あ
っ
た
て

こ
の
地
か
ら
は
東
は
天
竜
川
を
越
え
て
林
．
供
野

（伴
野
〓

阿
島
か
ら
神
の
峯
に
か
け
て
．

又
南
は
座
光
寺
．
飯
沼
．
松
尾
方
面
を

一
望
に
お
さ
め
る
．

当
時
は
．
東
に
知
久
氏
．
南
に
小
等
原
氏
が
在
り
、
そ
れ
ら
に
備
え
る
に
は
格
好
の
見
張
り

の
場
所
で
あ

っ
た
。

城
址
に
は
堀
ら
し
い
も
の
は
あ
る
が
、
不
明
で
区
画
が
判
然
と

し
な
い
。
近
く
に
坂
牧
氏
の
枯
古
墳
が
あ
る
。

尚
、
女
中
と
馬
の
悲
し
い
物
語
も
残
さ
れ
て
い
る
。
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